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みんなとつながる。こうほうごじょう。

広報五條広報五條

（写真上）10月 21日　浪越副知事、中出 JAならけん経
営管理委員会長、奈良県農産物生産流通部会果樹部会か
ら吉田部会長、岡本副部会長、上平副部会長、保田幹事、
「奈良の柿」PRレディ、太田市長が首相官邸を訪問し、
高市総務大臣、田野瀬議員同席のもと安倍首相に柿（刀
根早生）を手渡しました。
（写真中央）生産者代表から話を聞き、「ちょうどよい熟
し具合でおいしい。柿は熟し始めも、熟した頃もおいしい。
人間もいっしょですね。」と語る安倍首相。
（写真左）柿を試食した安倍首相から、昨年に続いて自作
の句を披露していただきました。

…　２

……………　７

……………１１

……………１２

……１４

…………１５

…………１６

…………１８

…………２０

…………２２

………２３

+  次 ++ 目 次 +
ごじょうフォトニュース

くらしのメモ

カルムのひろば

こそだてひろば

地域包括ケアシステム

運動で健康づくり

国際交流・図書館

平成27年度決算

五條市職員給与

消防トピックス

お知らせ・イベント

奈
良
の
ま
ち

ふ
と
こ
ろ
豊
か

柿
食
え
ば



藤谷様　　松井様

地
域
へ
の
貢
献
を
た
た
え
て

平
成
28
年
度

五
條
市
選
奨
式

　

平
成
28
年
度
五
條
市
選
奨
式
が

市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
12
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
奨
式
は
、
市
民
の
福
祉

や
生
活
の
向
上
、
市
の
文
化
や
観

光
の
振
興
な
ど
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
方
々
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
や
市
の
た
め
に

積
み
重
ね
ら
れ
た
努
力
と
多
年
に

わ
た
る
活
躍
・
功
績
を
称
え
、
受

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
、
太
田
市
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

11/15

祝
選
奨
表
彰
受
賞

前列左から　西本様、木村様、辻本様、太田市長、吉田市議会議長、中谷様、亀谷様、谷向様
中列左から　森本様、玉木様、田野瀬様、佐久間様、中井地区婦人会連絡協議会長
後列左から　堀内教育長、丸山自治連合会長、秋本県議会議員、田野瀬代議士代理伊谷秘書、樫内副市長

　

晴
れ
の
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
（
年
齢
順
◆
氏
名
、
年
齢
、
主
な
功
績
）

　
◆
辻
本　

信
明　

  

様
（
81
歳
）
遺
族
会
活
動

◆
中
谷　

一
郎　

 

様
（
79
歳
）
民
生
児
童
委
員
活
動

◆
木
村 

キ
ヌ
代　

 

様
（
75
歳
）
地
区
更
生
保
護
女
性
会
活
動

◆
亀
谷　
　

璋　

 

様
（
74
歳
）
人
権
擁
護
委
員
活
動

◆
西
本　

和
男　

 

様
（
70
歳
）
保
護
司
会
活
動

◆
松
井 

き
ぬ
子　

様
（
68
歳
）
民
生
児
童
委
員
活
動

◆
谷
向　

秀
喜　

 

様
（
66 
歳
）
自
治
会
活
動

◆
田
野
瀬 

俊
夫　

様
（
65 

歳
）
各
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動

◆
玉
木 

や
す
子　

様
（
65
歳
）
警
備
業
務

◆
藤
谷　

昭
夫　

 

様
（
61
歳
）
民
生
児
童
委
員
活
動

◆
佐
久
間 

英
光　

様
（
56
歳
）
人
権
擁
護
委
員
活
動

◆
森
本　

茂
仁　

 

様
（
55
歳
）
消
防
団
活
動

２ごじょうフォトニュース
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住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
た
め

全
国
過
疎
問
題

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2
0
1
6
in
な
ら
」
が
県
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
N
P
O
法
人

う
ち
の
の
館
（
理
事
長 

田
中
修
司
）

の
取
組
が
全
国
過
疎
地
域
自
立
促

進
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
分
科
会
が
市
内
で

開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
か
ら
参
加

者
が
訪
れ
ま
し
た
。
事
例
発
表
や

総
合
体
育
館
、
藤
岡
家
住
宅
な
ど

の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10/13・14

西吉野コミュニティセンターでの同法人の発表の様子

伊
藤
美
誠
選
手
の
卓
球
教
室

南
和
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

　

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
の
完
成
に

合
わ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
を
活

性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
奈
良

県
主
催
の
南
和
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
オ
五
輪
卓
球
女
子
団
体
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤
美
誠
選
手
（
ス

タ
ー
ツ
S
C
）
を
ゲ
ス
ト
迎
え
た

10/16

卓
球
教
室
で
は
実
技
と
解
説
を
交

え
な
が
ら
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
練
習

方
法
を
小
中
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
荒
井
知
事

か
ら
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
抱
負
を
質
問
さ
れ
た

伊
藤
選
手
は
「
次
は
金
メ
ダ
ル
を

か
け
て
五
條
市
に
来
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

実戦形式でテクニックやコツを伝えました。

抽選で選ばれた 200 人の小中学生が見つめる卓球教室

荒井知事とのトークショーの様子

防
災
拠
点
と
し
て
利
用

総
合
体
育
館
に

ガ
ス
発
電
機
を
寄
贈

　

総
合
体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー

ナ
）
を
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
奈
良
県
L
P
ガ
ス
協
会

五
條
支
部
か
ら
低
圧
L
P
ガ
ス
発

電
機
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
辻
本

支
部
長
か
ら
「
災
害
時
に
は
す
ぐ

使
え
る
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。」

と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
市
長
は
「
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
災
害
へ

の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

10/20 

贈呈された発電機を前に目録を手渡す五條支部の皆さん

学
童
野
球
の
年
内
最
終
戦

第
33
回
は
ば
た
け

学
童
野
球
大
会

　

第
33
回
は
ば
た
け
学
童
野
球
大

会
が
、
上
野
公
園
野
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
口
祥
吾
選
手（
牧

野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）
の
宣
誓
で
幕

を
開
け
た
大
会
は
、
市
内
２
チ
ー

ム
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

準
優
勝　

大
和
明
星
子
供
会

優
秀
選
手
賞　

林　

稔
竜

　
（
牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）

敢
闘
賞　

磯
田 

英
明

　
（
大
和
明
星
子
供
会
）

11/3 

優勝した牧野ジュニアーズ
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活
動
の
成
果
を
発
表

文
化
祭
を
開
催

　

11
月
３
日
に
大
塔
い
き
い
き
文

化
祭
＆
元
気
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ
い

交
流
館
）、
11
月
５
日
、
６
日
に

五
條
市
文
化
祭
（
市
民
会
館
、
中

央
公
民
館
ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
で
文
化
活
動
を
行
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
生
け
花
や
絵
画
、

写
真
等
の
力
作
の
展
示
や
、
合
唱
、

演
奏
等
の
披
露
が
行
わ
れ
、
来
場

者
は
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
模
擬
店
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

11/3、
11 /５・６

子どもたちも熱演して会場を沸かせました。

華
や
か
に
天
平
行
列

御
霊
神
社
の
秋
祭
り

　

10
月
22
日
、
23
日
に
御
霊
神
社

本
宮
（
霊
安
寺
町
）
の
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は

毎
年
10
月
の
最
後
の
土
日
に
開
催

さ
れ
て
い
て
、
御
霊
神
社
か
ら
ご

神
体
を
み
こ
し
に
移
し
、
大
川
橋

を
渡
っ
て
恵
比
須
神
社
（
五
條
１

丁
目
）
ま
で
、
約
２
キ
ロ
の
道
の

り
を
練
り
歩
き
ま
す
。
祭
り
で
は

古
式
ゆ
か
し
い
天
平
人
の
衣
装
を

身
に
着
け
た
歴
史
行
列
が
行
わ
れ
、

沿
道
は
多
く
の
見
物
客
で
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

花
咲
寮
に
お
い
て

不
審
者
対
応
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た

　

本
年
７
月
、
神
奈
川
県
内
の
福

祉
施
設
で
発
生
し
た
殺
傷
事
件
を

受
け
、
花
咲
寮
で
不
審
者
へ
の
防

犯
対
応
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
咲
寮
を
訪
れ
た
不
審
者
が
、

刃
物
を
持
っ
て
暴
れ
出
し
た
と
い

う
想
定
で
、
職
員
が
刺
股
（
さ
す

ま
た
）
を
使
っ
て
対
応
す
る
間
に
、

警
察
へ
の
通
報
や
、
入
所
者
の
避

難
や
誘
導
を
行
い
、
到
着
し
た
警

察
に
よ
っ
て
不
審
者
は
取
り
押
さ

え
ら
れ
ま
し
た
。

10/19

刃物を持って暴れる不審者に刺股で対応しました。

勇
ま
し
く
神
輿
を
担
ぐ
若
者
た
ち
。

華
や
か
な
天
平
人
の
衣
装
を
ま
と
い
、

市
内
を
巡
り
ま
し
た
。

10/22・23

お茶席で和の心を体験。伝統をつなぐ篠原踊りが発表されました。展示に見入る来場者

４ごじょうフォトニュース



10/26
日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
五
條

柿
の
日
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

正
岡
子
規
の
有
名
な
俳
句
、「
柿

食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」

が
詠
ま
れ
た
10
月
26
日
は
柿
の
日

で
す
。
日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
五

條
で
は
J
A
な
ら
け
ん
西
吉
野
柿

選
果
場
に
て
、
柿
の
日
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
西
吉
野
幼
稚
園
・
南
宇
智

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
カ
ッ

キ
ー
と
ダ
ン
ス
や
お
絵
か
き
を
し

た
り
、
柿
の
種
と
ば
し
に
挑
戦
し

た
り
し
て
柿
に
親
し
み
ま
し
た
。南宇智保育所・西吉野幼稚園、西吉野柿部会青年部の皆さん

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
に
向
け
て

近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練

（
近
畿
府
県
・
関
西
広
域
連
合
・
奈
良
県
・

　

五
條
市
・
緊
急
消
防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
他
）

　

奈
良
県
南
部
を
震
源
と
す
る
直

下
型
地
震
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
五
條
市

ほ
か
を
会
場
と
し
て
合
同
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時

に
、
迅
速
・
適
格
な
救
助
活
動
等

が
行
え
る
よ
う
、
消
防
・
警
察
・

自
衛
隊
・
自
主
防
災
会
・
県
内
外

防
災
関
係
機
関
な
ど
が
実
践
的
な

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓練を視察する高市総務大臣、青木消防庁長官、荒井知事ら
　

訓
練
を
視
察
し
た
高
市
総
務
大

臣
は
「
今
回
の
訓
練
で
は
、
現
場

で
の
柔
軟
な
対
応
と
、
各
団
体
が

連
携
し
て
統
率
さ
れ
た
行
動
が
評

価
で
き
る
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。

10/23

自衛隊ヘリでの搬送訓練 災害現場での自衛隊・消防・消防団が連携した訓練

11/7

講評する高市総務大臣
10/31
奈
良
県
南
部
１
市
３
町
８
村

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地

誘
致
推
進
協
議
会

　

将
来
発
生
が
想
定
さ
れ
る
災
害

に
備
え
、
奈
良
県
南
部
の
１
市
３

町
８
村
が
五
條
市
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
備
え
た
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地

誘
致
を
推
進
す
る
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
協
議
会
会
長
に

太
田
市
長
が
、
顧
問
に
荒
井
知
事

が
就
任
し
、
太
田
市
長
は
「
五
條

市
だ
け
で
は
な
く
、
県
南
部
の
安

全
安
心
・
防
災
に
重
要
」
と
誘
致

へ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

奈良県南部の市町村長らが出席した設立総会の様子。

火
や
災
害
の
怖
さ
を
学
ぶ

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

消
防
フ
ェ
ア

　

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

五
條
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
を
対

象
に
、
五
條
消
防
署
主
催
の
消
防

フ
ェ
ア
が
５
万
人
の
森
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
保
育
所
、
保
育
園
、
幼

稚
園
に
通
う
５
歳
児
１
７
１
人
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
一
同
に
集

ま
り
、「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま

せ
ん
。」
と
宣
誓
し
た
後
、
自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
団
と
各
ブ
ー
ス
で
放

水
体
験
、
煙
体
験
な
ど
を
行
っ
て

防
火
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

消防署員に支えられながら、放水する子どもたち。
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ごじょうフォトニュース
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医療費

給付費

祝 

叙
勲
・

     
褒
章
受
章

　

地
域
の
見
守
る
更
生
保
護
司

の
活
動
に
対
し
、
法
務
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
内
康
行
氏
は
平
成
５
年
に

法
務
大
臣
か
ら
保
護
司
を
委
嘱

さ
れ
、
以
来
23
年
に
わ
た
り
罪

を
犯
し
た
人
々
の
改
善
更
生
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や
犯

罪
の
予
防
活
動
に
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
た

め
表
彰
を
受
け
、
太
田
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

奈
良
県
自
治
連
合
会
長
表
彰

川
元 

善
嗣（
南
阿
田
町
自
治
会
）

平
谷 

伊
一
郎（
立
川
渡
自
治
会
）

髙
木 

儀
一
郎
（
赤
谷
自
治
会
）

芳
本  

弘
（
小
代
自
治
会
）

平
成
28
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー

　

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　

五
條
消
防
署
で
は
、
五
條
市
防

災
協
会
、
五
條
市
消
防
団
の
協
力

を
得
て
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
し
た
。

２
２
８
点
の
応
募
作
か
ら
次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

特
選
者

　

小
学
生
の
部

櫻
本 

珠
生
（
五
條
小
４
年
） 

石
田 　

弓
（
北
宇
智
小
５
年
）

小
林 

稜
平
（
北
宇
智
小
６
年
） 

　

中
学
生
の
部

仲
川 

一
平
（
五
條
東
中
１
年
）

田
中 

里
歩
（
五
條
東
中
２
年
）

道
浦 

雄
吾
（
五
條
中
３
年
）

入
選
者

　

小
学
生
の
部

上
東　

慧
（
五
條
小
４
年
）

池
田 

梨
乃
（
牧
野
小
４
年
）

　

坂 

陽
葵
（
牧
野
小
４
年
）

山
口 

晄
生
（
牧
野
小
４
年
）

小
林 

友
菜
（
北
宇
智
小
４
年
）

泉　

陽
愛
（
北
宇
智
小
４
年
）

岡
本 

ね
ね
（
宇
智
小
４
年
）

中
谷 

仁
子
（
五
條
小
５
年
）

浦
平 

花
奈
（
西
吉
野
小
６
年
）

　

中
学
生
の
部

小
松 

大
晟
（
野
原
中
１
年
）

西
畑
す
ず
ら
ん
（
五
條
西
中
１
年
）

中
野 

璃
乙
（
五
條
西
中
１
年
）

菊
川 

直
孝
（
五
條
西
中
１
年
）

小
西 

く
る
み
（
五
條
西
中
１
年
）

前
田 

花
菜
（
五
條
中
２
年
）

馬
塲 

琴
音
（
五
條
東
中
２
年
）

山
口 

真
実
（
野
原
中
２
年
）

　

原 

萌
愛
（
五
條
中
３
年
）

北
垣
内 

天
音
（
五
條
東
中
３
年
） 

写真左から丸山会長、平谷氏、高木氏、川元氏

長
年
の
活
動
を
た
た
え

更
生
保
護
司
活
動
で

法
務
大
臣
表
彰
を
授
賞

11/７

11/２

秋
の
叙
勲

◆
旭
日
双
光
章

　

更
谷 

亘
哉 

様
（
74
歳
）

　

地
方
自
治
功
労
（
大
塔
町
辻
堂
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

西
本 

和
男 

様
（
70
歳
）

　

更
生
保
護
功
労
（
大
野
町
）

秋
の
褒
章

◆
緑
綬
褒
章

　

五
條
手
話
サ
ー
ク
ル
ま
ほ
ろ
ば 

様

　

社
会
奉
仕
活
動
功
績
（
新
町
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

　

平
松 

威
二 

様
（
61
歳
）

　

防
衛
功
労
（

窪
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い

て
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
お
よ

び
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た　

そ

の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

奈
良
県
自
治
功
労
者
が

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
奈
良
県
自
治
功

労
者
表
彰
式
が
奈
良
市
に
て
行

わ
れ
、
五
條
市
か
ら
は
次
の
皆

さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

奈
良
県
知
事
表
彰

髙
木  

修

（
二
見
公
園
南
之
町
自
治
会
）

地
域
の
声
を
届
け
る
自
治
会
活
動

写真左から梶本氏、山内氏、太田市長

表彰式で特選入賞者が入賞作品を持って記念撮影

６ごじょうフォトニュース・くらしのメモ



制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
険
料
は
高
齢
者
の
医
療
費
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
必
ず
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

■
も
し
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と…

▼
督
促
状
が
手
数
料
１
０
０
円
を

加
算
し
て
発
送
さ
れ
ま
す
。

▼
短
期
保
険
証
（
有
効
期
限
が
短

い
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
料
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

た
り
、
財
産
等
の
差
押
え
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ど
う
し
て
も
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
家
族
・
親
族
の
人
に
お
願
い

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
一

人
暮
ら
し
で
な
く
て
も
体
調
等
の

都
合
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
通
知

書
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に

は
、
代
わ
り
に
書
面
の
内
容
の
確

認
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
費
の
負
担
を
公
平
・
明
確
に
す
る
た
め
、
75
歳
以

上
の
人
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
者
に
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
も
保
険
料
と
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
国
民
保
健
の

向
上
お
よ
び
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
７
３
）

1月8日
（日）

※「成
人の日

」前日
の日曜

日

　午後１
時から

受付

　午後
１時３

０分開
式

祝新成人

■対象者　平成８年４月２日から
      平成９年４月１日生まれの人
※対象者には12月上旬に案内状を送付します。
※届かない場合や、本市に住民票がない参加希望者は
　連絡してください。
■場　所　五條市市民会館ホール（本町３丁目１－１３）
■問合先　生涯学習課（内線８２５）

五條市成人式を次のとおり開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。

※午後 3時ごろ終了予定

保険課からお知らせ

■五條市の現状

( 平成 27年 4月～平成 28年 3月まで )

加入者 (平成 28年 3月 31日現在 )　5,765 人

給付費（総額）　51億 2891 万円

加入者１人あたりの給付費　88万９千円

保険料（総額）　２億 3099 万円

保険料の徴収率 ( 現年度分 )　99．66％

公費（国・県・市）
税金
約５割

若い世代の支援

（若年者の保険料）

約 4割

一部
負担金
（窓口負担）

高
齢
者
の
保
険
料

１
割

医療費医療費

給付費給付費給付費

医療費
■
医
療
費
負
担
の
し
く
み

　

医
療
費
か
ら
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
を
除
い
た
給
付
費
の
１

割
を
、
高
齢
者
の
保
険
料
で
ま
か

な
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

■
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

　

交
通
事
故
、
ケ
ン
カ
、
他
人
の

飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
と
き
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

ケ
ガ
や
病
気
で
も
、
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
治
療
に
必
要
な

医
療
費
は
、
本
来
、
加
害
者
が
負

担
す
べ
き
医
療
費
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
民
健
康
保
険

が
立
て
替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に

請
求
（
求
償
権
の
代
位
取
得
）
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
必
ず
届
出
を
！

　

こ
の
請
求
に
必
要
な
事
項
を
確

認
す
る
書
類
が
「
第
三
者
の
行
為

等
に
よ
る
被
害
届
」
と
な
り
ま
す
。

市
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
被
害
届
は
保
険
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課（
内
線
３
７
３
）

第
三
者
行
為
の
届
出

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



燃えるごみ（赤） カン・小型金属類
リサイクル類
その他の燃えないごみ
変更はありません。

通常通りの日程で収集します。

みどり園

■問合先　みどり園　☎２４・４１１１

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
込

古紙、ビン（一部の地域で繰上げ収集を行います。） みどり園へのごみの持込
▼年末
12月29日（木）、30日（金）は

　臨時開園します。（16時まで）

▼年始
１月６日（金）から通常開園しま

す。

対象地区 変更内容

 

 最終日（年末） 開始日（年始） 

毎週 月・木 
収集地区 

12月２９日（木） １月５日（木） 

毎週 火・金 
収集地区 

12月 30日（金） １月６日（金） 

み
ど
り
園
だ
よ
り

※

み
ど
り
園
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

農
業
な
ど
で
多
量
の
た
い
肥
を
使
い
た
い
人
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

刈
草
た
い
肥
を
配
布
し
ま
す

野原地区

山ノ原町
阪合部地区
賀名生地区
なつみ台地区

宇智地区

本町地区
新町地区
南宇智地区

１月２日（月）の収集は 12 月 30 日（金）
に繰り上げて収集します。

１月３日（火）の収集は 12 月 30 日（金）
に繰り上げて収集します。

１月４日（水）の収集は 12 月 25 日（日）
に繰り上げて収集します。

１月５日（木）の収集は 12 月 29 日（木）
に繰り上げて収集します。

一
部
地
域
で
変
更
が
あ
り
ま
す

※

ご
み
や
石
な
ど
の
不

純
物
を
取
り
除
い
て

い
ま
す
が
、
多
少
混

入
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
公
園
、
堤
防
の
刈
草
を
燃
や
さ
ず
に
、
資
源
と
し

て
利
用
し
、
植
物
を
育
て
る
た
い
肥
に
し
ま
し
た
。

■
問
合
先　

み
ど
り
園　

☎
２
４
・
４
１
１
１

市
内
全
て
の
民
間
の
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に

■
対
象
と
な
る
調
査　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有
無
・
ア
ス
ベ

ス
ト
の
量
に
係
る
調
査

■
補
助
対
象
者　

民
間
の
建
築
物
の
所
有
者
等

■
補
助
金
額　

調
査
経
費
で
１
棟
あ
た
り
上
限
25
万
円

※

申
請
書
は
生
活
環
境
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
間　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

※

年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
調
査
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
調
査
を
実
施

す
る
場
合
は
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課
（
内
線
３
８
８
）

水面計を
チェック！

奈良県最低賃金

762円 (↑22円 )
平成 28 年 10 月 6日発効

奈良労働局　☎0742・32・0206

「必ずチェック！最低賃金
使用者も  労働者も」

中皮腫、肺がんなどを発症し、それが石綿（アスベスト）

ばく露作業に従事していたことが原因である場合に

は、労災保険給付または特別遺族給付金が支給されま

す。制度の詳細は、厚生労働省のサイトでも確認でき

ます。               　■問合先　地域政策課（内線２３６）

石綿（アスベスト）による疾病の補償制度
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御
所
道
路

ト
ン
ネ
ル
補
助
工
法
の
追
加
で

　

開
通
時
期
が
変
わ
り
ま
す

８くらしのメモ



掘削面の
　崩落状況

地山の脆弱な
区間で補助工法
を実施

申請期限に注意！
も
う
申
請
し
ま
し
た
か
？

　
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
」
と
「
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

の
申
請
期
間
は
12
月
20
日

（
火
）
ま
で
で
す
。

※

郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
12
月
20

日
（
火
）
必
着
で
す
。
申
請
書
に
は
、

必
ず
日
中
連
絡
が
つ
く
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
や
、
書
類
不
備
で

受
付
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
事
情

に
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
金
を
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　

☎
２
２
・
５
０
７
３

▼
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
０
９
）

平
成
28
年
度
給
付
金

の
申
請
は
20
日
ま
で

　

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

■
日
時　

12
月
17
日
（
土
）

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

■
場
所　

社
会
福
祉
課

　

障
害
者
に
関
す
る
マ
ー
ク
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
支
援

で
き
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
、

マ
ー
ク
を
見
た
人
へ
積
極
的
に
配
慮

を
求
め
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　

障
害
者
が
配
慮
や
支
援
を
必
要
と

し
て
い
な
い
か
見
守
る
こ
と
も
、
支

援
の
ひ
と
つ
で
す
。

で
き
る
範
囲
で

手
助
け
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
先

　

社
会
福
祉
課　
（
内
線
２
０
９
）

【障害者のための国際
シンボルマーク】
障害者が利用できる建
物、施設であることを
表す。

【耳マーク】
聴覚障害者であること
や、聴覚障害に必要な
援助が用意できている
ことを示す。

【ハート・プラスマーク】
内部障害・内臓疾患
への理解と協力を広
げる。

【身体障害者補助犬
の同伴を啓発する
マーク】
盲導犬、介助犬、聴
導犬と一緒に利用で
きる施設に掲示する。

〈
大
塔
地
区
〉

　

12
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の

日
程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

業
者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
木
）

　
・
22
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

クリーンオアシスからお知らせ
〈
五
條
・
西
吉
野
地
区
〉

　

年
内
で
の
く
み
取
り
を
希
望

す
る
場
合
、
必
ず
12
月
16
日
ま

で
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
以
降
は
年
始
か
ら
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

▼
年
末　

12
月
29
日
（
木
）
午
前

中
ま
で

▼
年
始　

平
成
29
年
１
月
６
日

（
金
）
か
ら

〈
五
條
地
区
〉

■
申
込
先　

各
地
区
担
当
業
者

■
問
合
先　

ク
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

☎
２
２
・
４
４
４
１

〈
西
吉
野
地
区
〉

■
申
込
・
問
合
先　

水
企
興
業
㈱

☎
２
５
・
２
５
３
９

■
く
み
取
り
の
際
は
、
バ
キ
ュ
ー

ム
車
の
後
ろ
の
水
面
計
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金
・
く
み
取
り
量
を
確
認
し
、

五
條
市
指
定
の
領
収
証
に
、
サ

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
イ
レ
に
は
、
し
尿
・
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
く
み
取
り
の
依
頼
は
１
週
間
以

上
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
浄
化
槽
は
年
１
回
（
ま
た
は
以

上
）
清
掃
し
、
適
正
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

早
め
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

ク
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
か
ら
お
願
い

障害者に関するマーク

願

水面計を水面計を
チェック！チェック！
水面計を
チェック！

　

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御
所
道
路
の

御
所
南
イ
ン
タ
ー
か
ら
五
條
北
イ
ン

タ
ー
の
間
（
延
長
７
．
２
km
）
で
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
新
田

東
佐
味
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
７
月
か
ら
掘
削
工
事
が
開
始
さ
れ
、

現
在
も
工
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

同
ト
ン
ネ
ル
は
地
山
が
脆
弱
な
区
間

で
の
施
工
と
な
り
、
補
助
工
法
等
の
追

加
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
当
初
予
定

の
平
成
28
年
度
内
開
通
を
見
直
し
、
平

成
29
年
夏
の
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
開
通
時
期
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先　

奈
良
国
道
事
務
所

☎
０
７
４
２
・
３
３
・
１
３
９
１

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御
所
道
路

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御
所
道
路

ト
ン
ネ
ル
補
助
工
法
の
追
加
で

ト
ン
ネ
ル
補
助
工
法
の
追
加
で

　

開
通
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

開
通
時
期
が
変
わ
り
ま
す

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御
所
道
路

ト
ン
ネ
ル
補
助
工
法
の
追
加
で

　

開
通
時
期
が
変
わ
り
ま
す
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障
害
の
あ
る
皆
さ
ん

■
障
害
の
あ
る
人
が
次
の
３
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場

合
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

の
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
初
診
日
に
年
金
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
。

※

初
診
日
が
20
歳
前
ま
た
は
60
歳

か
ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期

間
中
の
人
（
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
こ
と
が
条
件
）
は
障
害
基
礎

年
金
の
対
象
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ

と
。

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。

■
障
害
年
金
の
支
給
さ
れ
る
年
金

額①
障
害
基
礎
年
金
（
年
金
額
）

１
級
障
害　

９
７
万
５
１
２
５
円

２
級
障
害　

７
８
万
１
０
０
円

②
障
害
厚
生
年
金
（
年
金
額
）

※

厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の
報
酬

障
害
年
金
を

　

知
っ
て
い
ま
す
か

額
と
加
入
期
間
で
算
出
。

※

配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
一
定
額

が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
障
害
年
金
の
相
談

　

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
本

人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
年
金
の
請

求
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

手
続
き
に
は
「
年
金
請
求
書
」
と

「
添
付
書
類
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

病
歴
や
年
数
、
障
害
の
部
位
、
配

偶
者
の
有
無
に
よ
っ
て
添
付
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

基
本
的
な
要
件
の
ほ
か
、
病
歴

や
障
害
の
状
態
な
ど
も
確
認
す

る
た
め
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
や
障
害
の
状
態
に
関

す
る
資
料
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※

持
ち
物
例　

年
金
手
帳
（
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
で
も

可
）、
障
害
者
手
帳
、
病
院
名

と
通
院
期
間
が
わ
か
る
も
の

（
手
書
き
で
も
可
）、診
断
書
（
あ

れ
ば
）、（
本
人
以
外
が
相
談
に

行
く
場
合
は
委
任
状
）
等
。

■
手
続
先

　

日
本
年
金
機
構
で
の
相
談
後
、

「
年
金
請
求
書
」
と
「
添
付
書
類
」

が
揃
っ
た
ら
以
下
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
害
基
礎
年
金　

年
金
事
務
所

ま
た
は
市
役
所

▼
障
害
厚
生
年
金　

年
金
事
務
所

■
注
意

　
「
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
」

と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

障
害
等
級
」
は
、
判
断
基
準
が
異

な
る
た
め
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
も
障
害
年
金
は
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
年
金
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

年
金
受
給
者
の

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金

は
、
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

65
歳
未
満
の
人
で
そ
の
年
の
支

払
額
が
１
０
８
万
円
以
上
の
人

や
、
65
歳
以
上
の
人
で
１
５
８
万

円
以
上
の
人
の
場
合
は
、
原
則
と

し
て
所
得
税
が
か
か
り
、
各
支
払

月
に
支
払
わ
れ
る
額
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
平
成
29

年
１
月
下
旬
ま
で
に
平
成
28
年
分

の
「
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
等
の
際
に
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
｢

障
害
年
金｣

や
「
遺
族
年
金
」

に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収
票
の

送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
票
が

　
　

送
付
さ
れ
ま
す

市民課からのお知らせ
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

険異 続所所

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

定
期
購
入
だ
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト

　

「
初
回
お
試
し
価
格
５
０
０
円
」

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
注
文
し
た
。
１

か
月
後
、
同
じ
商
品
が
届
い
た
。
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
４
回
の
定
期

購
入
の
契
約
で
、
初
回
は
５
０
０
円

だ
が
、
２
回
目
か
ら
は
定
価
の
３
千

円
に
な
る
。
４
回
目
ま
で
は
中
途
解

約
で
き
な
い
。
」
と
言
わ
れ
た
。

　

広
告
が
き
っ
か
け
で
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
や
化
粧
品
を
購
入
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
安
さ
や
効
果
だ
け
に

目
が
行
き
ま
す
が
、
よ
く
読
む
と
、

一
定
期
間
ご
と
に
商
品
が
届
く
定
期

購
入
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
注
文
時
「
４
回
の
定
期

購
入
。
中
途
解
約
不
可
。
」
と
契
約

内
容
が
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

い
た
場
合
、
基
本
的
に
は
４
回
購
入

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

注
文
前
に
は
、
定
期
購
入
が
条
件

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
解
約
の
際
の

申
し
出
先
や
方
法
を
、
必
ず
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

お
試
し
価
格
は
要
注
意
！

　
　
　

  

助
言

10くらしのメモ・カルムのひろば



カルムのひろば

児
童
虐
待
防
止
講
演
会
を

　

開
催
し
ま
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
月
間

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

に
合
わ
せ
、
カ
ル
ム
五
條
で
、

講
師
と
し
て
N
P
O
法
人
こ

ど
も
の
里
理
事
長
の
荘
保
共

子
さ
ん
を
招
き
、
大
阪
市
西

成
区
・

ヶ
崎
で
の
約
40
年

間
の
体
験
か
ら
、
子
ど
も
達

を
支
え
る
活
動
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
高
齢

者
の
発
病
予
防
や
、
重
症
化
の
防
止
に

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
次

の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
接
種
期
間　

12
月
31
日
ま
で

■
対
象
者　
　

▼
五
條
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
接
種
時

に
満
65
歳
以
上
の
人

▼
五
條
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
接
種
時

に
満
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
（
内
臓
疾
患
）
１
級
の
人

■
費
用　

１
５
０
０
円
（
自
己
負
担
金
）

※

残
り
の
費
用
は
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

（
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
は

自
己
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。）

■
実
施
方
法

▼
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
に
申

し
込
み
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
カ
ル
ム
五
條
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

西
吉
野
支
所
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
助
成

12 月末まで

切り取って保管しましょう

12⽉、１⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先　カルム五條 ( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所

■問合先　カルム五條 ( 内線２９０

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状
により、二次救急医療機関の診療を
お勧めする場合があります。受診前
に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する

小児科の診療

０時～６時

   

 

１月１日（日・祝） ２日（月） ３日（火） ８日（日）

９日（月・祝） １５日（日）

中之町１７７１－３３

杉﨑医院
☎２４・０００３

今井 4丁目１－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

２９日（日）２２日（日）

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

   

 

12 月 4日（日） １１日（日） １８日（日） ２３日（金・祝）

２５日（日） ２９日（木）

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

本町１丁目７－２３
後藤医院

☎２２・２６９５

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

五條１丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

３１日（土）３０日（金）

本町１丁目７－２３
後藤医院

☎２２・２６９５

五條１丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

二見 4丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

中之町１７７１－３３

杉﨑医院
☎２４・０００３

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た

　

予
防
に
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
の

着
用
が
有
効
で
す
。

　

急
な
発
熱
や
咳
、
喉
の
痛
み
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
か

ら
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
８
９
）

11/２
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■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

10
時
〜
、
11
時
〜
の
２
回

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

２
歳
以
上
の
子
ど

も
と
保
護
者
（
定
員
10
組
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

参
加
者
募
集
中
!!

親
子
ヨ
ガ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！　

こそだてひろば

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

各回 子ども1人100円、2人130円　
■申込・問合先　にじいろ電車代表代理  田代
　児童福祉課（内線349）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

子育てサークル

にじいろ電車

生後
６か月～

１歳児
対象

バンビの広場　

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

ぴよぴよの広場　

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
お
い
で
！
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

２歳児
 対象

おたまじゃくしの広場　

毎週水曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催）

１歳～
　５歳

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご
せ
る
施

設
で
す
。
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読
書
や
宿
題
を
す
る
な
ど
、

児
童
館
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

※

参
加
費
は
無
料
で
す
。（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

毎週木曜10時～11時
（H25.4/2～H26.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ク
リ
ス
マ
ス

　

パ
ー
テ
ィ
ー

ナ
ポ
く
ん
も
来
る
よ
！

　

交
通
安
全
教
室

第１
月曜日

■
時
間　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

毎週火曜10時～11時
（H27.4/2生～)

前日までに申し込んでください。

■
時
間　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

■
場
所　

五
條
児
童
館

13日（火）お休みです。14日（水）お休みです。15日（木）お休みです。

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ゲ
ー
ム
を

し
て
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
る
よ
！

■
対
象
者　

小
学
生
・
幼
稚
園
児
・

保
育
所
園
児
（
３
歳
未
満
は
保

護
者
同
伴
）

■
日
時　

 12
月 

 17
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜 

15
時

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
参
加
費
用　

１
人
２
０
０
円

■
申
込
方
法　

 12
月
８
日
（
木
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。 子

ど
も

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

五
條
児
童
館
の

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ゲ
ー
ム
を

し
て
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

普
段
参
加
し
て
い
な
い
人
も
大
歓

迎
で
す
。

■
日
時　

12
月 

14
日
（
水
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
費
用　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円

■
申
込
方
法　

12
月
８
日
（
木
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会

ぴ
よ
ぴ
よ
・
バ
ン
ビ
・
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

12/17
（土）

12/14
（水）■

申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

12/15
（木）

１/５
（木）

12こそだてひろば



子
育
て
短
期
支
援
事
業

　

保
護
者
が
病
気
や
出
張
等
の
事

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
家
庭
保
育

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、
児
童

福
祉
施
設
等
で
、
１
回
７
日
間
を

限
度
に
児
童
を
預
か
る
事
業
で
す
。

※

所
得
に
応
じ
て
保
護
者
の
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す
。

子育て支援事業

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

ク
ラ
ブ
事
業

　

子
ど
も
を
預
け
た
い
人
（
利
用

会
員
）
と
預
か
る
人
（
サ
ポ
ー
ト

会
員
）
が
会
員
登
録
し
、
事
務
局

が
お
互
い
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し

て
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
事
業

で
す
。

■
利
用
時
間　

７
時
〜
20
時　

■
利
用
料　

１
時
間　

６
０
０
円

■
対
象
児
童　

６
歳
〜
12
歳

■
問
合
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
五
條

児
童
館
）

☎
２
２
・
２
２
２
８

一
時
預
か
り
保
育

　

保
護
者
の
疾
病
等
に
よ
り
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
や
、
育

児
の
心
理
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

児
童
を
保
育
施
設
で
預
か
り
ま
す
。

４
時
間
保
育
・
１
日
保
育
が
あ
り

ま
す
。

■
実
施
保
育
所　

宇
智
野
保
育
所
、

ち
べ
ん
保
育
園
、
な
か
よ
し
保

育
園

入
院
助
産

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
病
院

や
助
産
所
で
の
出
産
が
困
難
で
あ

る
妊
産
婦
の
た
め
、
出
産
費
用
を

援
助
し
ま
す
。（
生
活
保
護
世
帯

や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、

費
用
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら

れ
た
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

ひ
と
り
親
家
庭
等

　

日
常
生
活
支
援
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
・
寡
婦
が

修
学
等
自
立
に
必
要
な
理
由
や
疾

病
、
生
活
環
境
の
激
変
に
よ
り
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
場
合
に
家
庭
生
活
支
援

員
が
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※

所
得
に
よ
り
保
護
者
の
費
用
負

担
が
あ
り
ま
す
。

■
支
援
内
容　

生
活
支
援
（
利
用

者
宅
で
の
家
事
全
般
・
介
護
等
）、

子
育
て
支
援
（
家
庭
生
活
支
援

員
宅
で
の
保
育
）

家
庭
児
童
相
談

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
家
庭
の
問

題
に
つ
い
て
、
家
庭
児
童
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
受
付
日
時　

月
・
水
・
木
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

こそだてひろば

児
童
手
当

　

国
内
に
居
住
し
て
い
る
中
学
校

修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
児
童
と
金
額

▼
０
歳
〜
３
歳
未
満

　

１
５
０
０
０
円
（
一
律
）

▼
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）

　

１
０
０
０
０
円

▼
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
３

子
以
降
）
１
５
０
０
０
円

▼
中
学
生
１
０
０
０
０
円（
一
律
）

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合 

５
０
０
０
円
（
一
律
）

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
を
養
育
し
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
、

所
得
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

児
童
と
は
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

人
。
心
身
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
人
は
20
歳
ま
で
。

■
支
給
月
額

▼
１
人　

９
９
９
０
円

　

〜
４
２
３
３
０
円

▼
２
人　

５
０
０
０
円

　

〜
１
０
０
０
０
円

▼
３
人
以
降　

３
０
０
０
円

　

〜
６
０
０
０
円
が
加
算
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
中
程
度
以
上
（
療
育
手

帳
A
、療
育
手
帳
B
の
一
部
な
ど
）

の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
支
給
月
額

▼
１
級 

５
１
５
０
０
円

▼
２
級　

３
４
３
０
０
円

※

各
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年

所
得
な
ど
が
制
限
限
度
額
を
超

え
た
年
度
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課

（
内
線
３
６
６
）

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

児
童
に
関
す
る
各
種
手
当
制
度

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課

（
内
線
３
４
９
）

　

子
育
て
世
帯
を
応
援
す

る
制
度
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　西吉野・大塔在宅介護支援センター

次回は、平成 29年 4月から開始予定の次回は、平成 29年 4月から開始予定の "介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業 "について紹介します。について紹介します。次回は、平成 29年 4月から開始予定の "介護予防・日常生活支援総合事業 "について紹介します。

介護や健康のこと
■介護保険の申請をしたい。

■介護に疲れてきた。

■今の健康を維持したい。

■体調が悪く、寝たきりへ

の不安がある。
不安、悩み、疑問、さまざまな相談事
■もの忘れがひどくなってきた、認知症かな？
■近所の 1人暮らしの高齢者が、最近閉じこも
　りがちで心配。
■認知症の親の介護のことで悩んでいる。
■たよれる身内がいない。

権利を守ること
■今後の財産管理が心配だ…
■怒鳴り声が聞こえる、虐待され

例えば…
こんなこと

。

、虐待

住み慣れた地域で住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！
住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

ているかもしれない。
■成年後見制度のこと
が知りたい。

地域包括支援センターへ気軽に相談してください！

五條病院
（休院中）

高齢者本人からだけでなく、家族や近所の人、

また、どこに相談したらいいのか分からない人、

心配ごとや困ったこと等、

保健師、主任ケアマネジャー、社会福祉士がチーム

となってみなさんを支えます！！秘密は厳守します。

へ

社会福祉士 保健師 主任ケア
マネージャー

至河内長野市

至橋本市

至十津川村

至御所市

JR和歌山線

■問合先
地域包括支援センター
( 内線３０９)
（五條市保健福祉センター・カルム五條内）

相談直通電話
☎２５・２６４０

高齢者もの忘れ相談

｢もの忘れをする｣｢認知症が気になる。病院
へ行った方がいいのかな｣という高齢者また
はその家族のために、専門の看護師による無
料相談会を開催しています。　
■日時　月 1回、第１水曜日の午後～
　　　　１組 45分間 ( 予約制 )
■場所　カルム五條

五條診療所

大川橋
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■
実
施
時
間　

８
時
〜
９
時

※

集
合
時
間　

８
時

※

受
付
と
準
備
運
動
が
あ
る
の
で
、

集
合
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。

■
講
師　

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
１
回
に

つ
き
、
講
習
費
・
保
険
料
込
み
）

■
持
ち
物　

帽
子
・
ウ
エ
ス
ト
ポ

ー
チ
等
の
両
手
が
フ
リ
ー
に
で

き
る
荷
物
入
れ
・
タ
オ
ル
・
水

分
補
給
で
き
る
飲
み
物

※

当
日
は
歩
き
や
す
い
靴
と
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー

ル
は
レ
ン
タ
ル
無
料
。
栄
養
ド

リ
ン
ク
１
本
付
き
。

■
問
合
先　

非
営
利
公
益
市
民
活

動
団
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
事
務
局
（
担
当:

北
村
）

☎
０
９
０
・
６
６
６
９
・
８
０
１
０

毎月
第 1・3
土曜日

運動で健康づくり

次回は、平成 29年 4月から開始予定の "介護予防・日常生活支援総合事業 "について紹介します。

毎月
第 2・4
土曜日

毎
回
定
員
20
人
（
当
日
受
付
・
先
着
順
）　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
元
気
に
歩
こ
う
！

中
央
公
園
コ
ー
ス

上
野
公
園
コ
ー
ス

■
集
合
場
所

　

五
條
中
央
公
園

■
集
合
場
所

　

上
野
公
園

ボール体操で
楽しく健康づくり
を広げよう
プロジェクト

　

ボ
ー
ル
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

ボ
ー
ル
は
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
合
先　

非
営
利
公
益
市
民
活

動
団
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
事
務
局
（
担
当:

北
村
）

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

あ
の
う
体
験
塾
「
ミ
ニ
門
松
を

作
ろ
う
」

　

手
づ
く
り
の
ミ
ニ
門
松
を
飾
っ

て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
人

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費

な
ど
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

資
料
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

　

む
か
し
の
お
正
月

　

資
料
館
で
は
、
コ
マ
・
羽
子
板
・

福
笑
い
・
す
ご
ろ
く
な
ど
の
伝
統

的
な
お
正
月
遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

　

〜
１
月
15
日
（
日
）
９
時
〜
17
時

※

入
館
は
16
時
30
分
ま
で

※

「
む
か
し
の
お
正
月
コ
ー
ナ
ー
」

は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

メ
ー
ルanounosato-m

useum
@
kcn.jp

※

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末

年
始
休
館

第
５
回
「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

　
連
続
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
24
日
（
土
）
13
時

30
分
〜
15
時
00
分

■
講
師　

岸
本
憲
一
良
先
生
（
山

口
大
学
大
学
院
教
授
）

■
テ
ー
マ　
「
長
州
と
大
和
五
條
」

■
場
所　

民
俗
資
料
館

※

国
道
24
号
線
沿
に
駐
車
場
有
り
。

■
参
加
費　

一
般
５
０
０
円　

サ

ポ
ー
タ
ー
会
員
３
０
０
円

■
定
員　

40
人
（
当
日
参
加
可
）

■
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

連
絡
先
を
明
記
し
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

民
俗
資
料
館

※

月
曜
休
館
（
新
町
３
丁
目
３-

１
）

☎
／
Ｆ
ａ
ｘ　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

　
２
０
１
６
年
秋
季
展
示

「
伴
信
友
本
山
陵
図
精
写
本
展
」

　

宮
内
庁
が
原
本
を
所
蔵
す
る
、

伴
信
友
本
山
陵
図
の
精
密
な
写
本

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
天
誅
組
に

参
加
す
る
伴
林
光
平
に
河
内
国
の

陵
墓
を
調
査
さ
せ
て
作
ら
せ
た
絵

図
を
加
え
て
三
冊
本
に
ま
と
め
た

も
の
で
、
今
回
は
河
内
国
陵
墓
絵

図
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

（
展
示
中
〜
一
月
上
旬
ま
で
）

「現高松塚古墳の図」

このようなミニ
門松を作ります。

住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

参
加
者
募
集
！

文化財課からのお知らせ
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英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 91回

こんに
ちは、

　

ジェシ
カ・ロ

ーファ
ーです

 America is such a large country that some 
states are in different time zones, and have very 
different seasons.  I’ll be returning to America for a 
couple weeks this winter, and as I travel I’ll have to pay 
attention to a few things I don’t have to worry about 
while I’m in Japan.

 First, let’s talk about the time difference.  I’ll 
be really jet-lagged because I actually land in Los 
Angeles about 2 hours before I take off in Japan!  It’s 
very strange, but I’ll have two December 23rds this 
year.  But I have to worry about another kind of jetlag 
besides the jetlag from Japan to America.  I’ll be going 
to Chicago for New Year’s Eve and there’s a two hour 
time difference between Chicago and Los Angeles.  I’ll 
be traveling through different time-zones for two 
weeks!

 There’s also a big climate change between 
Japan and parts of the United States.  Many places in 
America have similar weather to Japan, but there are 
also places that are very different.  When I go to Los 
Angeles, it’s very warm.  Winter in Los Angeles feels 
like spring in Japan.  However, Chicago gets extremely 
cold during winter̶a lot colder than Nara!  The 
average winter temperature is around -10 degrees!
 
 There will be a lot of weather and time 
changes when I visit home this year, but it’s always fun 
to see my friends and family!

　アメリカは広い国なので、いくつかのタイム・ゾーン
（time zone）に分かれています。また、季節も地域によっ
て大きく異なります。私はこの冬、数週間アメリカに帰国
する予定ですが、日本では心配する必要のないことにも、
少し注意を払わなければなりません。

　まず、時差についてお話します。（日本からアメリカの
西海岸の）ロサンゼルスへは、日本を出発した時刻の約２
時間前にさかのぼって到着することになるので、おそらく
ひどい時差ボケになると思います！とても奇妙なことです
が、（日本を出国しアメリカに入国する時に）12月23日
を２回くり返して過ごすことになるのです。今回の旅では、
日本とアメリカ間の時差に付け加え、もう一つ時差の心配
をしなくてはなりません。私は、シカゴ（イリノイ州）で
大晦日を過ごす予定なのですが、ロサンゼルスとシカゴの
間にも２時間の時差があるのです。２週間の帰省中、時間
旅行を体験することになりそうです！

　それから、日本とアメリカの気候も大きく違います。ア
メリカの大部分は日本とよく似た気候ですが、異なる地域
もあります。私が帰省する頃、ロサンゼルスの気候は暖か
いと思います。ロサンゼルスの冬は日本の春のようなので
す。逆に、シカゴの冬は非常に寒く、奈良よりもずっと寒
いです。シカゴの冬の平均気温はマイナス10℃ほどなので
す！

　今年は気候の違いや時差を多く感じる帰省になりそうで
すが、友人や家族に会えるをいつも楽しみにしています。

Seasons in America 「アメリカの季節」

Time-zone「タイム・ゾーン、標準時間帯」
地球は 24のタイム・ゾーンに分かれています。アメリカは 6つの
タイム・ゾーンにまたがっている国なので、ハワイとニューヨーク
の間には 6時間の時差があります！

図書館

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

12 月

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
在
ポ
ー
ラ
ン

ド
日
本
大
使
館
に
着
任
し
た
外

務
書
記
生
の
慎
。
ロ
シ
ア
人
の

父
を
持
つ
彼
は
戦
争
回
避
に
向

け
奔
走
し
、
ア
メ
リ
カ
人
記
者

レ
イ
と
知
り
合
う
。
だ
が
遂
に

ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻

し
…
。

平
田 

景
／
絵

平
田 

昌
広
／
作　

鈴
木
出
版

須
賀 

し
の
ぶ
／
著 

 

大
月
書
店

　

親
戚
の
お
じ
さ
ん
ち
は
、
み

か
ん
の
名
産
地
。
町
中
、
み
か

ん
で
い
っ
ぱ
い
な
ん
だ
っ
て
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
？
す
い
か

の
め
い
さ
ん
ち
」
の
続
編
。

瀧
本 

広
子
／
著　

大
浦 

佳
代
／
取
材
・
執
筆

農
山
漁
村
文
化
協
会

野
村 

祐
三
／
著

講
談
社

みかんの
　めいさんち

原
田 
洋　

矢
ヶ
崎 

朋
樹
／
著

海
青
社

旬を楽しむ
地魚料理の本

また、桜の国で

どででん
　かぼちゃ

い
わ
さ　

ゆ
う
こ
／
さ
く

童
心
社

舟
橋 

泉
美
／
小
説　

い
ず
み 

吉
紘
／
作　

学
研
プ
ラ
ス

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

仰げば尊し
カミカミおもしろ
だ液学

岡
崎 

好
秀
／
著

少
年
写
真
新
聞
社

つくって楽しむ
　わら工芸

環境を守る
　森をつくる

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

■
日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　

10
時
〜　

■
場
所　

図
書
館
３
階

■
募
集　

先
着
30
人
（
親
子
）

※

窓
口
・
電
話
に
て
申
込

受
付
中

すーくん
五條市立
図書館
c

”Time-zone"　The globe is split into 24 time zones. The US 
spans across 6 time zones which means there’s a six hour 
time difference between Hawaii and New York!

スス

五
條
お
は
な
し
の
会
に

よ
る
お
は
な
し
会

■
日
時　

12
月
18
日(

日)

　

14
時
〜　

　

読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル

を
使
っ
た
楽
し
い
お
は
な

し
会
で
す　

(

３
歳
〜)

受
付
中

ぬ
い
ぐ
る
み
の

　

お
と
ま
り
か
い

■
日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　

11
時
〜　

■
場
所　

図
書
館
３
階

■
募
集　

先
着
15
人　

※

窓
口
・
電
話
に
て
申
込

受
付
中

ています。みにして
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入社３年目海外事業部 生多ななみ

困ったことがあれば、上司・先輩方に何でも相談しやすい職場です。
若手社員の意見もよく聞いてくれ、共に成長させてくれます。

日本の心、生活の知恵を大切にし、生活様式の変化に

対応した商品をお届けする会社
日本人の必需品である割箸の品質向上と安定供給、そして多様化する

生活様式の変化に併せた新商品の開発に取り組んでいます。割箸を主

に、アウトドア、お弁当用品、日用品等、生活のあらゆるシーンに彩り

や、便利さ、楽しさを与え安全で清潔な製品を提供しています。

会社概要
内容　堅実、誠実をモットーに割箸を主力とする総合家庭日用品の

      企画・製造・販売を行っています。

代表者　新城 謙昌

創業年月日　昭和5年5月1日（創業87年目）

従業員　90人（別にパート70人）

五條市の元気な企業と従業員 FILE.018 大和物産株式会社
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

大和物産株式会社（住
川町 1313 番地　テクノパ

ーク・なら工業団地内）

☎０７４７・２６・３７０
０

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）

　
　

出
の
二
曲
屏
風
は
、
高
さ
１
７
２
㌢
・
幅
73

㌢
あ
り
、
二
つ
の
面
に
そ
れ
ぞ
れ
、
違
っ
た
水
墨

画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
左
面
に
あ
る
の
は
、
刀

に
乗
っ
て
波
の
上
を
飛
ぶ
人
、
中
国
の
仙
人
「
八

仙
」
の
一
人
、
呂
洞
賓
で
す
。

　
　

洞
賓
は
唐
の
時
代
に
生
ま
れ
、
非
常
に
聡
明

で
あ
り
な
が
ら
科
挙
（
試
験
）
に
２
度
落
ち
、
20

歳
に
な
っ
て
も
妻
を
め
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

る
と
き
呂
洞
賓
は
、
粟
を
煮
て
い
る
間
に
夢
を
見

ま
し
た
。
夢
の
中
で
は
、
科
挙
に
合
格
し
て
出
世

し
、
良
家
の
娘
と
結
婚
し
て
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

を
も
う
け
ま
す
が
、
40
歳
を
過
ぎ
て
重
罪
に
問
わ

れ
ま
す
。

　
　

こ
で
、
夢
か
ら
さ
め
た
呂
洞
賓
は
俗
世
の
は

か
な
さ
を
悟
り
、
修
行
を
積
ん
で
仙
人
と
な
り
ま

し
た
。
仙
人
に
な
る
た
め
に
受
け
た
10
の
試
験
は

す
べ
て
、
た
と
え
人
生
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

き
た
と
し
て
も
、
動
じ
ず
に
淡
々
と
、
す
る
べ
き

事
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
内
容

で
し
た
。
呂
洞
賓
の
横
顔
に
は
、
時
の
波
の
上
を

見取り図案内其の九十六

「物の語ること」

◎
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

12
月
15
日（
木
）

▼「
藤
岡
家
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

◎
展
示
案
内　

12
月
22
日（
木
）ま
で

▼「
新
聞
絵
附
録
展
」「
明
治
の
本
棚
」

Obuta Nanami

あ
わ

ろ
ど
う
ひ
ん

滑
る
よ
う
に
走
る

人
の
穏
や
か
な
決

意
が
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

風
の
右
面
は

「
三
酸
図
」
で
す
。

中
央
に
大
き
な
か

め
が
あ
り
、
そ
れ

を
孔
子
、
釈
迦
、

老
子
が
取
り
囲
ん

で
い
ま
す
。
３
人

二曲屏風（江戸時代）・部分

か
つ
ら

は
か
め
の
中
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
指
で
ち
ょ
っ

と
舐
め
て
、
い
か
に
も
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い

る
と
い
う
様
子
で
す
。
故
事
を
調
べ
ま
す
と
、
か

め
に
入
っ
て
い
る
の
は
桃
花
酸
と
い
う
「
酢
」
で

し
た
。
孔
子
は
酢
を
な
め
て
素
直
に
「
す
っ
ぱ

い
」
と
言
い
、
釈
迦
は
「
苦
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

老
子
は
「
甘
い
」
と
言
い
ま
す
。
孔
子
は
儒
教
の

物
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
表
し
、
釈
迦
は
仏
教
、

老
子
は
道
教
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
　

者
三
様
の
感
じ
方
が
あ
る
け
れ
ど
、
結
局
の

と
こ
ろ
一
つ
の
真
実
に
到
達
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
呂
洞
賓
も
、
か
め
を
取
り
囲
む
３
人
も
、
物

事
の
表
面
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
真
実
を
生
き
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
、
見
る
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　

の
語
る
世
界
は
、
そ
れ
を
見
る
方
の
解
釈
が

自
由
な
の
で
、
「
見
る
者
」
が
い
て
、
初
め
て
そ

の
「
物
語
」
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い

と
、
私
は
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

の
冬
は
、
各
座
敷
に
「
仙
人
」
を
描
い
た
図

を
展
示
し
ま
す
。
12
月
15
日
は
、
藤
岡
長
和
の
姉
、

奥
田
葛
さ
ん
の
二
人
の
お
孫
さ
ん
、
ス
ト
ー
リ
ー

テ
ラ
ー
の
藤
井
い
づ
み
さ
ん
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

の
奥
田
真
祐
美
さ
ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。　

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

新呂そ屏さ
ん
さ
ん
ず

三物
」
「

こ
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決
算
を

報
告
し
ま
す
平
成
27
年
度

　

五
條
市
の
各
会
計
の
平
成
27
年
度
決
算
が
、
平
成
28
年
五

條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
だ
け
入
っ
て
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

平
成
27 

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

市
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
及
び
地
方

交
付
税
等
の
増
加
に
よ
り
歳
入
が
増
加
、

ま
た
歳
出
で
は
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
建
設
に
係
る
負
担
金
や
新
体
育

館
の
建
設
工
事
費
等
は
増
加
し
ま
し
た

が
、
公
債
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
等
が

減
少
す
る
な
ど
、
有
利
な
財
源
の
活
用

や
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
、
産
業
や
観

光
の
振
興
、
学
校
教
育
の
強
化
・
推
進

を
図
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
実
現

に
向
け
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
ま

ち
を
元
気
に
す
る
事
業
を
積
極
的
に
進

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
誰
も
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
、
魅
力
と
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
の
た
め
、
将
来

を
見
す
え
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成27年度一般会計決算
▼歳入総額　２１３億３,１９７万円

▼歳出総額　２０６億６,２３２万円

▼実質収支　６億５７１万円の黒字決算
※実質収支は歳入歳出差引額から次年度への繰越事業の財源を差し引
いたもの。

▼市税決算額と市税の内訳
▼歳入決算額の内訳

一般会計歳入

市税 
33億3,190万円
(15.6%)

繰入金 2,207万円 (0.1%)

繰越金 4億7,862万円
 　　　　(2.2%)　

分担金及び負担金
  5億6,033万円
 (2.6%)

使用料及び手数料
 3億5,190万円(1.7%)

諸収入等 2億3,215万円
(1.1%)

地方交付税
 76億9,551万円
 (36.1%)

交付金等
9億3,803万円
(4.4%)

   国庫支出金
27億6,266万円

(13.0%)

県支出金 
 11億8,220万円

(5.5%)

市債
37億7,660万円

(17.7%)

一般会計歳入
213億 3,197 万円

依
存
財
源

　
76
.7％
　　自主財源　

23.3％

税  目 決 算 額 

市 民 税 14億   331万円  

固定資産税 15億2,434万円  

軽自動車税 9,547万円  

市たばこ税 1億8,593万円  

都市計画税 1億2,285万円  

市税合計 33億3,190万円  

（特定目的基金：地域振興基金など８基金）
【基金】特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金
を運用するために設けられる資金または財産。

▼主な基金の状況

市民税
 42.1%

固定資産税
45.7%

軽自動車税
2.9%

市たばこ税 5.6% 都市計画税 3.7%

33 億
3,190 万円

市税合計

※市税のうち、目的

税である都市計画

税は、公園等の整

備運営や計画的な

まちづくり推進な

ど都市計画事業に

要する経費に充て

ています。
　

前
年
度
と
比
べ
て
総
額
で
９
．

８
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
（
市
が
自
主
的
に

得
ら
れ
る
財
源
）
で
は
、
市
税

が
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

等
の
増
加
に
よ
り
４
１
９
７
万

円
（
１
．
３
％
）
増
加
し
ま
し

た
。
一
方
、
繰
入
金
が
２
億
６

０
１
８
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、

繰
越
金
が
、
２
億
４
９
５
２
万

円
（
３
４
．
３
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

　

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
、
ま
た
国
等
か
ら
借
り
入
れ
る
財

源
）
で
は
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
普

通
交
付
税
が
５
７
４
２
万
円
（
０
．

８
％
）
増
加
し
た
ほ
か
、
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
加
等
に
よ
り
交
付
金

等
が
２
億
５
６
６
７
万
円
（
３
７
．

７
％
）
の
増
加
、
南
奈
良
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
負
担
金
等
の

増
加
に
よ
り
、
市
債
の
借
入
額
が
１

８
億
６
５
１
０
万
円
（
９
７
．
６
％

）
増
加
し
ま
し
た
。

前
年
度
決
算
額
と
の
比
較 

〜
歳
入
〜

▼市債残高の状況

【市債】多くの財源が必要な事業等のために、市が、政府・地方公共団体金融機構・銀行
などから調達する長期の借入金。

基 金 名 平成２５年度 平成２６年度 

財政調整基金 23億 4,430万円 25億 4,540万円 

減債基金 4億 4,647万円 2億 9,643万円 

特定目的基金 24億 4,514万円 23億 3,763万円 

合 計 52億 3,591万円 51億 7,946万円 

平成２７年度 

25億 4,670万円 

2億 9,673万円 

23億 6,740万円 

52億 1,083万円 

会 計 名  平成２５年度 平成２６年度 

一般会計  249億 6,929万円 240億 4,079万円 

特別会計合計 105億 5,502万円 99億 6,078万円 

水道事業会計 14億 3,625万円 15億 492万円 

合 計 369億 6,056万円 355億 649万円 

平成２７年度 

252億 4,298万円 

94億 2,858万円 

13億 3,728万円 

360億 884万円 

18平成 27 年度五條市決算



 　

 

前
年
度
と
比
べ
て
総
額
で
９
．

１
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
退
職
者
の

増
加
等
に
よ
り
人
件
費
が
６
０
９

８
万
円
（
２
．
１
％
）
増
加
し
、

公
債
費
は
、
起
債
の
償
還
終
了
等

に
よ
り
３
億
６
２
１
万
円
（
９
．

７
％
）
の
減
小
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
で
は
、
新
体
育
館
の

建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
普
通
建
設

事
業
費
が
９
億
２
２
５
２
万
円

（
４
３
．
１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

消
費
的
経
費
で
は
、
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
に

係
る
負
担
金
等
に
よ
り
、
補
助
費

等
が
１
４
億
３
８
１
８
万
円
（
７

４
．
９
％
）
の
大
幅
増
、
維
持
補

修
費
が
み
ど
り
園
焼
却
施
設
補
修

費
等
の
減
少
に
伴
い
１
２
９
０
万

円
（
１
６
．
２
％
）
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
水
道
事

業
会
計
へ
の
出
資
金
の
減
等
に
よ

り
投
資
及
び
出
資
金
が
１
億
７
２

０
万
円
（
１
０
０
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

▼歳出決算額の内訳（目的別）

一般会計歳出

   人件費
30億2,304万円
(14.6%)

公債費
28億6,188万円
(13.9%)

扶助費
27億6,831万円
(13.4%)

普通建設事業費
30億6,346万円

(14.8%)

物件費  　
25億9,836万円
　　　（12.6%)

積立金 5,090万円(0.2%)

災害復旧事業費
8,273万円(0.4%)

貸付金 153万円(0.0%)

   補助費等
33億5,860万円
(16.3%)

維持補修費
6,689万円　
(0.3%)  　

繰出金
27億8,662万円

(13.5%)   

一般会計歳出
206億 6,232 万円

義務
的
経
費
　
　
　
　
　
　

  　 投資的経費　
     
    

   
消
費
的
経
費
   
   
   
 そ

の他
の経費

前
年
度
決
算
額
と
の
比
較 

〜
歳
出
〜

▼会計別決算

▼水道事業会計

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額 実 質 収 支 

一 般 会 計 213億3,197万円 

特
別
会
計 

国民健康保険 

簡易水道 0 

下水道事業 0 

墓地事業 0 

介護保険 

大塔診療所 0 

農業集落排水事業 0 

後期高齢者医療 

特別会計合計 

206億6,232万円 

110億   995万円 

4億   345万円 

455万円 

6,512万円 

36億9,659万円 

293万円 

11億1,237万円 

5億6,312万円 

51億6,182万円 

455万円 

6,512万円 

36億4,825万円 

293万円 

11億1,123万円 

5億6,312万円 

50億7,467万円 

108億7,278万円 

4億  291万円 

6億  571万円 

8,715万円 

4,834万円 

54万円 

1億3,603万円 

水道事業会計 

収益的収支 

収 入 8億 4,684万円 当年度純利益 

支 出 7億 8,708万円 5,723万円 

▼歳出決算額の内訳（性質別）

議会費 1億 6,894 万円（0.7％）

総務費

20億 1,377 万円（9.7％）

民生費

54億 2,559 万円

（26.3％）

衛生費

 32 億 1,462 万円

（15.6％）

農林業費
8億 8,708 万円（4.3％）

商工費
 3 億 3,955 万円（1.6％）

土木費  
32 億 4,282 万円（15.7％）

消防費 11億 9,046 万円（5.8％）

教育費 12 億 4,520 万円（6.0％）

災害復旧費
7,241 万円（0.4％）

公債費
28億 6,188 万円
　　　　（13.9％）

　

主
な
財
政
指
標
で
あ
る
財
政
力

指
数
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

経
常
収
支
比
率
は
、
市
税
の
増
加

や
公
債
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
９

２
．
８
％
で
４
．
７
％
改
善
し
ま

し
た
。

財
政
の
状
況

【実質赤字比率】　一般会計等の実質赤字額が標準財政規模に占める割合

【連結実質赤字比率】　全ての会計を連結した実質赤字額が標準財政規模

に占める割合

【実質公債費比率】　実質的な公債費（借金返済のための経費）が標準財

政規模に占める割合

【将来負担比率】　将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合

※標準財政規模：地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模

【資金不足比率】　公営企業の資金不足額が事業規模に占める割合

（ 資金不足比率の基準値の名称は「経営健全化基準」といいます。）

▼主な財政指標

▼財政健全化判断比率および資金不足比率 （単位：％）

指 標 名 
 
 

平成  
25年度  

平成  
26年度  

早期健全 
化基準  

財政再生 
基準 

実質赤字比率  黒字  黒字  13.17  20.00 

連結実質赤字比率  黒字  黒字  18.17  30.00 

(3 年平均)   16.5  15.4  実質公債費

比率 (単年度)  15.1  14.8  
25.0  35.0 

健全化 

判断比率

将来負担比率  135.2  125.3  350.0   

資金不足比率  黒字  黒字  20.0 (経営健全化基準)

平成
27年度

黒字

黒字

14.1

12.8

119.7

黒字

【財政力指数】　行政サービスに必
要な財源をどの程度自力で調達で
きるかを表す指標。

【経常収支比率】　税金や普通交付
税など毎年見込まれる収入に対す
る毎年必要な経費の割合。

【実質収支】　歳入と歳出の差引額
から、翌年度に繰り越す事業の財
源を差し引いた実質的な差額。

指 標 名 
平成 
２５年度 

平成 
２６年度 

財政力指数 
(3年平均) 0.347 0.348 

経常収支比率 (％) 93.4 97.5 
一般会計実質収支 
    (百万円) 593 330 

平成 
２７年度 

0.347

92.8 

606 
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平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

43.3歳 312,000円 373,500円 

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況 (普通会計決算）

総   括

職員の平均給料月額、初任給等の状況

（１）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 28年 4月 1日現在）

■問合先　秘書課人事係（内線 205、239）

五條市職員の給与などの
状況をお知らせします

（３）特殊勤務手当

（４）時間外勤務手当

職員の手当の状況
（１）期末・勤勉手当の状況（平成 27年度）
　　　　　　　　　　　　※支給率は国と同じ

　市民の皆さんに、市職員の給与等の現状につい
て知っていただくため、次のとおり公表します。

（２）職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）

①一般行政職 ②技能労務職

（２）退職手当の状況（平成 27年度）
　　　　　　　　　　　　※支給率は国と同じ

区分 
住民基本台帳人口 

（平成28年1月1日） 
歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

(参考)26年度の

人件費率 

27年度 32,576人 20,640,849千円 3,227,092千円 15.6％ 16.7％ 

※人件費には、特別職・議員に支給する給料・報酬などを含みます。

※普通会計とは、五條市の場合、一般会計と墓地事業特別会計及び大塔診療所特別会計を含めた数値で、その他の特別会計や水道事業会計を除いたものです。

区分 職員数（Ａ） 
給与費 一人当り 

給与費(B/A) 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

27年度 357人 1,310,239千円 209,758千円 493,517千円 2,013,514千円 5,640千円 

※職員手当には退職手当を含みません。　※職員数は、平成 27年 4月 1日現在の人数です。

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

51.6歳 316,800円 343,100円 
※「平均給料月額」とは、平成 28年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

※「平均給与月額」とは、平均給料月額と毎月支払われる諸手当（扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など）との合計額の平均です。

       経験年数 
区分 初任給 10～15年未満 15～20年未満 20～25年未満 25～30年未満 

一般行政職 
大学卒 176,700円 257,300円 306,900円 344,900円 371,400円 

高校卒 144,600円 226,200円 263,700円 300,300円 349,000円 

技能労務職 高校卒 144,600円 該当者なし 284,500円 308,900円 該当者なし 

注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です（前職がある場合は前職での経験年数を加味しています）。

期末手当 勤勉手当 1人当たり平均支給額 

2.60月分 1.60月分 1,399千円 

※退職手当の 1人あたり平均支給額は、平成 27年度に退職した
　全職種に係る職員に支給された退職手当の平均額です。

支給実績（27年度実績） 1,015千円 

支給職員 1 人当たり平均
支給年額 

35,000円 

職員全体に占める手当支給
職員の割合 8.1％ 

手当の種類（手当数） 5 区分 自己都合 応募認定・定年 

支
給
率 

勤続 20 年 20.445月分 25.55625月分 
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 
最高限度 49.59 月分 49.59 月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置（2～45%） 

1 人当たりの平均支給額 8,630 千円 19,778 千円 

支給実績（27年度実績） 97,106千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 375千円 

支給実績（26年度実績） 110,142千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 419千円 

20五條市職員給与



職員数の状況（平成 28年 4月 1日現在）

（２）年齢別職員構成の状況

（４）その他の手当（普通会計）

hutuukaikei 

特別職の報酬等の状況（平成 28年 4月 1日現在）

（１）部門別職員数の状況と増減

　職員数は一般職に属する数　　※〔　〕内は条例定数の合計

増減理由　定年退職者 17人、応募認定退職者 7 人、自己都合等退職者 5 人、計 29人

　　　　　新規採用者 26人

手当名 内容および支給単価 国の制度 
との異同 

支給実績 
（27 年度） 

支給職員平均 
支給年額 

扶養手当 配偶者 13,000 円、扶養親族各 6,500 円（配偶者を欠く 1 人目

11,000 円）、満 16 歳~満 22 歳の子 1 人につき 5,000 円加算 同 36,424 千円 223,460 円 

住居手当 借家・借間居住者 最高限度額 27,000 円 
持ち家居住者 1,000 円 新築・購入後 5 年間 2,500 円 一部異なる 10,288千円 72,965 円 

通勤手当 
交通機関利用者は 55,000円まで全額支給。最高限度額 55,000
円。自動車等使用者 2km 未満は不支給、2km 以上は距離に

より 2,000 円～31,600 円支給 
同 21,939 千円 81,862 円 

管理職手当 給料の月額に対し 部長級 12.5% 次長級 11.5% 
課長級 9.5％ 課長補佐級 7.5% 異 40,599 千円 431,904 円 

区分 給料月額等 
期末 
手当 

退職手当 
算定方式 支給時期 

給
料
・
報
酬 

市長 811,000円  
3.10月 

給料月額×在職月数×54/100 
任期満了、もしくは退
職または死亡した時 

副市長 684,000円  給料月額×在職月数×31.5/100 

教育長 606,000円  給料月額×在職月数×27/100 
議長 538,000円 

3.15月  副議長 469,000円 
議員 418,000円 

区 分 
部  門  

職員数 対前年 
増減数 平成 27年 平成 28年 

普 
通 
会 
計 
部 
門 

一
般
行
政
部
門 

議会 4 4 0 
総務 69 72 3 
税務 17 18 1 
労働 0 0 0 
農林水産 34 32 △2 
商工 8 8 0 
土木 37 40 3  
民生 100 96 △4 
衛生 44 43 △1 

小 計 313 313 ０ 
教育部門 44 40 △4 
普通会計合計 357 353 △4 

会公 
計営 
部企 
門業 
等 

水道 18 18 0  
下水道 5 5 0  
その他 24 25 1  

小 計 47 48 1  

合 計 
404 
〔475〕 

401
〔475〕 

△3 
〔0〕 

区分 職員数 
20歳未満 2 
20歳～23歳 15 
24歳～27歳 35 
28歳～31歳 35 
32歳～35歳 16 
36歳～39歳 37
40歳～43歳 51 
44歳～47歳 44 
48歳～51歳 51 
52歳～55歳 49 
56歳～59歳 61 
60歳以上 5 
合 計 401

 
 

公平委員会の状況（平成27年度） 

報告事項 件数 

勤務条件に関する
措置の要求 

０ 

不利益処分に関す
る不服申立て 

０ 
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年
末
火
災
予
防
運
動

12
月
20
日
～
31
日

　

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
は
、
火
の
元
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
、
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
環
境
作
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
合
先　

五
條
消
防
署　

☎
２
２
・
３
３
１
０

火
事
・
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番
通
報
を
!!

　

平
成
28
年
２
月
に
通
信
指
令
セ

ン
タ
ー
が
統
一
さ
れ
、
奈
良
県
下

37
市
町
村
（
奈
良
市
・
生
駒
市
を

除
く
）
の
１
１
９
番
通
報
は
す
べ

て
橿
原
市
内
に
あ
る
通
信
指
令
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通

報
を
受
け
る
と
、
最
寄
り
の
消
防

署
か
ら
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
を

出
動
さ
せ
ま
す
。
１
１
９
番
通
報

す
る
事
に
よ
り
出
動
場
所
の
特
定

が
容
易
に
行
え
、
現
場
到
着
ま
で

の
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

救
急
車
の
要
請
等
、
緊
急
の
場

合
は
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

五
條
消
防
署　

☎
２
２
・
３
３
１
０

消
防
署
か
ら
お
願
い

上
級
救
命
講
習
会

　

参
加
者
募
集
中
!!

　

五
條
消
防
署
で
は
、
市
民
が
自

由
に
参
加
で
き
る
『
上
級
救
命
講

習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
【
胸
骨
圧
迫
と
人

工
呼
吸
】
と
Ａ
Ｅ
Ｄ【
電
気
シ
ョ
ッ

ク
】
の
使
用
方
法
な
ど
、
普
通
救

命
講
習
会
で
学
ぶ
内
容
に
加
え
て
、

骨
折
、
や
け
ど
、
け
が
人
の
搬
送

法
な
ど
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
21
日

（
土
）　

９
時
〜
18
時

■
場
所　

五
條
消
防
署

■
対
象
年
齢 　

中
学
生
以
上

■
受
講
費
用　

無
料

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

平
成
29
年
１
月
15

日
（
日
）
ま
で
五
條
消
防
署
へ

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

定
員
に
達
し
次
第
締
切
。

※

昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、

　
　
　
　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
！

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
の
一
部

製
品
に
お
け
る
リ
コ
ー
ル

※

対
象
物
品
を
使
用
し
て
い
る
人

は
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
を
自
転

車
本
体
か
ら
取
り
外
し
、
充
電

せ
ず
に
周
囲
に
可
燃
物
が
な
い

場
所
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
は
無
料
交

換
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

サ

イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

☎
０
１
２
０
・
８
７
０
・
３
５
５

※

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
㈱
製

バッテリー品番 ロット記号（4 桁） 

NKY449B02  RJ01  

NKY450B02  RJ01 ～03 

NKY451B02  
RI27  

RI30  

NKY486B02  

NKY487B02  

NKY488B02  

RJ01 ～03 

　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
用
バ
ッ

テ
リ
ー
パ
ッ
ク
の
過
熱
に
よ
る
焼

損
事
故
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
品
番
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

AED
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河
内
長
野
市
・
橋
本
市
・
五
條

市
広
域
連
携
協
議
会
主
催
の
三
市

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

平
成
29
年
２
月
24
日（
金
）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円

■
定
員　

40
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
応
募
方
法　

①
名
前
（
ふ
り
が

な
）②
住
所
③
電
話
番
号
を
明
記

し
、
１
月
６
日
（
金
）
17
時
ま

で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・

持
参
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

　
（
１
申
込
み
２
人
ま
で
）

■
そ
の
他　

当
日
の
混
雑
状
況
、

天
候
の
急
変
等
に
よ
り
、
コ
ー

ス
や
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

魅
力
再
発
見
！　

三
市
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

河
内
長
野
市
・
橋
本
市
・
五
條
市

■行程表
JR五条駅前発（９時）⇒河内長野駅前発
（９時 45分）⇒橋本駅前発（10時 20分）⇒
橋本市パイル織物資料館⇒藤岡家住宅（昼食）
⇒下村ベリー園（いちご狩り 30分食べ放題）
⇒河内長野市天野酒 酒蔵見学（試飲あり）⇒
解散⇒橋本駅で解散（16時 25分）⇒JR五
条駅で解散（16時 50分）

■申込・問合先

河内長野市・橋本市・五條市広域連携協議会

事務局（五條市企画政策課内）

（内線２０６）　FAX２５・０６２９

E-mail　kikaku@city.gojo.lg.jp

〒637-8501　五條市本町１丁目１番１号

第
２
回
五
條
な
ん
ゆ
う
祭
２
０
１
６

〜
未
来
を
導
く
、
笑
顔
の
花
〜

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大

震
災
や
紀
伊
半
島
大
水
害
の
鎮
魂

の
意
味
を
込
め
て
、
五
條
な
ん
ゆ

う
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
照
明
を
背
景
に
し
た
ス
テ
ー
ジ

演
出
と
、
自
治
体
等
物
販
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に

お知らせ・イベント
家
族
で
学
ぼ
う
五
條
の
歴
史
参
加
者
募
集
中

　

私
た
ち
が
住
む
五
條
市
の
こ
と

を
知
っ
て
、
も
っ
と
五
條
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
「
家
族

で
学
ぼ
う
五
條
の
歴
史
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
五
條
市
観
光
戦
略
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
梶
本
晃
司
氏
の
お
話

と
四
代
目
・
玉
田
玉
秀
斎
さ
ん
に

よ
る
講
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
で
参
加
し
、
五
條
の
歴
史
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

五
條
を
知
っ
て
好
き
に
な
る
！

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

〜
五
條
の
昔
と
未
来
を
語
る
〜　

（
第
２
回
）

　

五
條
市
や
奈
良
県
南
部
の
活
性
化

を
目
指
し
、
第
一
級
の
講
師
陣
が
若

い
世
代
に
向
け
、
未
来
を
語
る
連
載

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

14
時
〜
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
定

員
50
人
〜
60
人
）

■
内
容　

間
伐
材
で
発
電
す
る
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術

の
動
向
、
農
業
・
食
品
系
廃
棄
物

を
燃
料
に
、
奈
良
県
で
の
柿
と
薬

草
の
研
究
取
組
ほ
か
。

■
参
加
費　

１
回
５
０
０
円
（
資
料
代
）

※

高
校
生
は
無
料

■
申
込
方
法　

高
校
生
は
申
込
不
要
。

そ
れ
以
外
の
人
は
事
前
に
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

▼
申
込
先

　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
８
１
８
）

■
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
新
線
再

生
推
進
会
議

メ
ー
ルgoshin-sen@

gojo.ne.jp

■
日
時　

12
月
25
日
（
日
）

　

10
時
〜
19
時

■
場
所　

吉
野
川
河
川
敷

　
（
大
川
橋
上
流
五
條
側
）

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課

　
（
内
線
２
１
５
）

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）

10
時
〜

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
申
込
先　

企
業
観
光
戦
略
課

　
（
内
線
２
１
０
）

旭堂南陽改め、
四代目・玉田玉秀斎さん

梶本晃司さん

最
後
に
花
火
が

　

あ
が
り
ま
す
！

ち
ょ
っ
と

い
い
と
こ
再
発
見
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第 59回五條市駅伝大会参加チーム募集第

～部門・参加資格～
▼一般の一部「各地区体協対抗｣（大学
生は２人以内）

▼一般の二部「スポーツクラブ・職場・
事業所対抗｣（大学生出場可 )　

　市内に在住または勤務する人
▼一般女子の部　
　市内に在住または勤務、通学する中
学卒業以上の人

▼高校生の部 「高校対抗または混合」
　市内に在住または通学する高校生
▼中学生男子の部 「中学校対抗」
　(１校３チーム以内 )　市内の中学生
▼中学生女子の部 「中学校対抗」
　(１校３チーム以内 ) 市内の中学生

野原中学校をスタート、
ゴールとする６区間 21キロ

■表彰　部門ごとに３位まで。区間賞、区間新記録。
■監督者会議　平成 29年１月 13日（金）午後７時～
　中央公民館（必ず出席してください）
■申込締切　12月 22日（木 )
■申込・問合先　生涯学習課（内線８２２）

１月 22日（日）　午後１時スタート（小雨決行）

地域の体協
友人、職場で
チャレンジ
しよう！

五條市体育協会主催

五
條
ナ
イ
ツ
S
・
C　

第
12
回
近
畿
一
般
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

　

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
12

回
近
畿
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
、
奈
良
県
代
表
と
し
て
五

條
ナ
イ
ツ
S
・
C
が
出
場
し
ま
し

た
。

※

五
條
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
中
で
す
。

■
問
合
先　

五
條
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会　

松
村

☎
３
３
・
０
６
５
２

第
31
回
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
会
長
杯
の
結
果
に
つ
い
て

　

10
月
10
日
（
月
）、
総
勢
84
人
が
参

加
し
、
上
野
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て

開
催
さ
れ
た
標
記
の
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
シ
ニ
ア
・
Ｏ
Ｇ
の
部

▼
優　

勝　

川
合
能
和
・
森
野
康
隆

　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

▼
準
優
勝　

井
藤
設
子
・
山
田
英
男

　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

■
中
学
男
子
の
部

▼
優　

勝　

中
怜
人
・
佐
藤
祐
次
郎

　
（
智
辯
中
学
校
）

▼
準
優
勝　

大
垣
勝
哉
・
櫻
井
貴
也

　
（
五
條
西
中
学
校
）

▼
第
三
位　

森
一
馬
・
岡
本
和
樹

　
（
五
條
西
中
学
校
）

▼
第
三
位　

北
井
祐
登
・
奥
野
公
瑛

　
（
智
辯
中
学
校
）

■
中
学
女
子
の
部

▼
優　

勝　

米
田
和
琴
・
小
西
美
乃
莉

（
五
條
東
中
学
校
）

▼
準
優
勝　

北
窪
莉
乃
・
岡
本
夏
芽

　
（
西
吉
野
中
学
校
）

▼
第
三
位　

橋
本
小
柚
希
・
髙
辻
若
菜

　
（
五
條
中
学
校
）

▼
第
三
位　

中
井
幸
花
・
山
本
彩
愛

　
（
五
條
西
中
学
校
）

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
杯

　

次
の
と
お
り
、
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
25
日
（
日
）

■
場
所　

上
野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
人
工
芝
）

■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
す
る
人
、

　

も
し
く
は
市
内
出
身
者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、

　

ま
た
は
協
会
が
認
め
た
チ
ー
ム

■
参
加
費
（
運
営
費
）　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円　

■
試
合
形
式　

８
人
制

■
募
集
チ
ー
ム
数　

12
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

■
募
集
期
限　

12
月
12
日
（
月
）
ま
で

■
問
合
先　

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
事
務
局
：
植
田
）　

☎
０
９
０
・
５
０
５
６
・
５
３
７
９
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

募　

集

講　

座

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
（
木
）

〜
平
成
29
年
２
月
13
日
（
月
）

※

当
日
消
印
有
効

■
送
付
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ち
の

の
館　

藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大

会
事
務
局
あ
て

　

〒
６
３
７-

０
０
１
６

　

五
條
市
近
内
町
５
２
６

■
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ち
の

の
館

☎
２
２
・
４
０
１
３

第
28
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

　

市
内
の
各
公
民
館
等
で
舞
踊
を

学
ん
で
い
る
人
お
よ
び
先
生
の
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
４
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時
ま
で

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

■
発
表
者　

植
田
社
中
、
刀
谷
社

中
、
福
岡
社
中
、
今
田
社
中
、

辻
本
社
中
、
三
崎
社
中

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

※

火
曜
・
祝
日
休
館

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
時
の
大
皿

料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
21
日

（
土
）
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
７
０
０
円
・
利
用
団
体
連
絡

協
議
会
費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン

グ
に
参
加
し
た
人
は
材
料
費
の

み
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生

　
 （

料
理
研
究
家
・『
A
B
C
ラ

ジ
オ 

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三

代
澤
康
司
で
す
。』
火
曜
日
レ

ギ
ュ
ラ
ー
）

■
申
込
方
法　

12
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用

の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

※

火
曜
・
祝
日
休
館

お
正
月
花
教
室

　

五
條
市
茶
華
道
協
会
主
催
の

『
お
正
月
花
教
室
』（
盛
り
花
）
を

開
催
し
ま
す
。

（
流
派
不
問
・
初
心
者
歓
迎
）

■
日
時　

12
月
21
日
（
水
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

３
０
０
０
円（
花
材
費
）

■
持
ち
物　

花
器
、
花
留
め
、
花

は
さ
み

■
申
込
方
法　

材
料
費
を
添
え
て

12
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

※

火
曜
・
祝
日
休
館

 
登
録
有
形
文
化
財
「
藤
岡
家

住
宅
」
第
９
回
藤
岡
玉
骨
記

念
俳
句
大
会

　

事
前
募
集
句
の
投
句
に
つ
い
て
、

市
内
在
住
の
人
は
１
組
（
２
句
）

ま
で
無
料
で
す
。

■
日
時　

平
成
29
年
３
月
２
日

（
木
）11
時
受
付（
当
日
句
投
句
・

当
日
句
の
締
切
は
12
時
）

■
場
所　

登
録
有
形
文
化
財
「
藤

岡
家
住
宅
」

■
当
日
参
加
費　

２
０
０
０
円

（
昼
食
代
・
当
日
句
投
句
料
・

入
館
料
を
含
む
）

■
講
師　
「
京
鹿
子
」
吉
田
星
子

（
せ
い
し
）
氏

■
募
集
句　

当
季
雑
詠　

２
句
１

組
（
未
発
表
に
限
る
。
何
組
で

も
可
）

■
申
込
方
法
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
（
俳
号
）④
電
話
番
号

⑤
大
会
出
席
の
有
無
を
明
記
し
、

投
句
料
（
１
組
に
つ
き
１
０
０

０
円
）
を
現
金
書
留
、
ま
た
は

郵
便
小
為
替
を
同
封
し
て
郵
送

募　

集

講　

座

お知らせ・イベント
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お知らせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

相
談
会
場
で
は
、
16
時
ま
で
申

告
相
談
の
受
け
付
け
ま
す
が
、
混

雑
状
況
に
よ
っ
て
は
早
め
に
（
15

時
頃
）
相
談
受
付
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

申
告
会
場
開
設
前
も
、
混
雑
状

況
で
早
め
に
相
談
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

税
務
署
の
駐
車
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

葛
城
税
務
署

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

（
大
和
高
田
市
西
町
１
の
15
）

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す

　

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
９
日
（
金
）

　

10
時
〜
15
時

相
続
登
記
説
明
会

　

相
続
登
記
に
つ
い
て
、
法
務
局

五
條
支
局
に
よ
る
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
15
日
（
木
）

　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
約
30
人
）

※

事
前
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
地
方
法

務
局
五
條
支
局

☎
２
２
・
２
４
８
４

※

受
付
９
時
〜
17
時

平
成
28
年
分
確
定
申
告
会
場

開
設
時
期
の
お
知
ら
せ

　

葛
城
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談

会
場
は
、
平
成
29
年
２
月
16
日

（
木
）
か
ら
開
設
す
る
予
定
で
す
。

開
設
以
前
に
来
署
し
た
場
合
に
は
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
実
施
日　

12
月
３
日
（
土
）

　

〜
７
日
（
水
）
９
時
〜
22
時

■
相
談
電
話
番
号

☎
０
７
４
３
・
８
５
・
５
６
３
９

■
問
合
先　

社
会
福
祉
法
人 

萌

（
大
和
郡
山
市
小
泉
町
73-

１
）

☎
０
７
４
３
・
５
４
・
０
８
２
１

年
金
相
談
の
ご
案
内

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（
12
月
は
８
日
で
す
。）

■
受
付
場
所　

市
民
課

■
相
談
時
間　

10
時
〜
正
午
、

　

13
時
〜
16
時

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）

■
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
の
人
数
が
限
ら
れ
ま
す
の

で
早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

「
ア
カ
ネ
染
め
体
験
講
習
」

　

受
講
者
募
集  

　

金
剛
山
麓
の
ニ
ホ
ン
ア
カ
ネ
を

栽
培
し
、
採
取
し
た
根
で
ア
カ
ネ

染
め
体
験
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

10
時
〜

■
場
所　

滞
在
交
流
ラ
ボ
「
標
」

（
二
見
１-

９-

25
）

■
募
集
人
員　

30
人
（
要
予
約
）

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

吉
岡
幸
雄
先
生(

染
織

史
家)

・
加
藤
良
次
先
生
（
横

浜
美
術
大
学
教
授 

）

※

駐
車
場
は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

N
P
O
法
人 

大
和
社
中

☎
２
６
・
６
６
７
７

※

受
付
９
時
〜
17
時

萌 

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

障
害
者
週
間
に
ち
な
み
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※

相
談
無
料
・
要
通
話
料

講　

座

相　

談

相　

談

講　

座

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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お知らせ・イベント

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ（
国
際
標
準
図
書
番

号
）
の
あ
る
図
書
に
限
る
。

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
開
放
日
で
、
送
迎

バ
ス
を
コ
ー
ス
で
運
行
し
ま
す
。

※

乗
車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り

調
整
し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
五
條
地
区

　

12
月
３
日
（
土
）・
24
日
（
土
）

　

１
月 

21
日
（
土
）

▼
西
吉
野
地
区

　

12
月
10
日
（
土
）

　

１
月 

14
日
（
土
）・
28
日
（
土
）

■
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）・
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

式
・
一
日
人
権
擁
護
委
員 

川

本
三
栄
子
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
ほ
か
。

※

申
込
不
要（
未
就
学
児
入
場
可
）

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
〜
本
で
ひ
ろ

が
る
支
援
の
輪
〜
」

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
を

売
却
し
、
代
金
を
寄
付
と
し
て
犯

罪
被
害
に
あ
っ
た
人
へ
の
支
援
活

動
に
役
立
て
ま
す
。

■
カ
ル
ム
五
條
、
市
民
課
前
、
人

権
総
合
セ
ン
タ
ー
に
図
書
を
入

れ
る
箱
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

寄
付
で
き
る
の
は
裏
表
紙
等
に

■
場
所　

人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

（
五
條
４-

１-

３
）、
野
原
東
住

民
セ
ン
タ
ー
（
野
原
東
２-

７-

26
）、 賀
名
生
公
民
館
（
西
吉

野
町
和
田
２
９
８-
１
）、
ふ
れ

あ
い
交
流
館
（
大
塔
町
宇
井

94
）※

ふ
れ
あ
い
交
流
館
は
13

時
〜
15
時

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
in
香
芝

■
日
時　

12
月
４
日
（
日
）

　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
香
芝
市
藤
山
一
丁
目
17
番
17
号
）

■
内
容　

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
奈
良
県
大
会
表
彰

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

■
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
の
際
は
名
前
、
電
話
番
号
、

乗
車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　
（
カ
ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

※

休
館
日
：
毎
週
水
曜
日
、
12
月

28
日
〜
１
月
４
日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
五
條
市
自
治
連
合
会

▼
西
日
本
鉄
道
O
B
会

　

五
條
支
部  

代
表  

畠
山 

博
充

市
民
の
善
意

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

代
に
存
在
し
て
い
た
「
神
宮
寺
」
は
姿
を

消
し
ま
し
た
が
、
こ
の
猿
田
彦
神
社
だ
け

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）
。

　

市
外
に
残
さ
れ
た
古
文
書
を
み
る
と
、

「
神
宮
寺
」
は
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に

は
住
職
が
い
な
く
な
っ
て
お
り
、
霊
安
寺

村
内
に
あ
る
地
蔵
寺
が
管
理
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
運
営
や
境

内
の
樹
木
伐
採
を
め
ぐ
っ
て
御
霊
神
社
、

村
の
百
姓
ら
と
の
間
で
争
い
が
起
き
て
い

た
事
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
争
い
が
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ

た
の
か
不
明
で
す
が
、
明
治
初
め
に
巻
き

起
こ
っ
た
廃
仏
毀
釈
（
寺
や
仏
像
を
破
壊

し
、
仏
教
を
廃
そ
う
と
し
た
運
動
の
こ

と
）
の
影
響
に
よ
っ
て
「
神
宮
寺
」
は
廃

寺
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
神
宮
寺
」
は
廃
さ
れ
た
も
の
の
、
御

霊
神
社
、
「
万
願
寺
」
は
現
在
も
残
っ
て

お
り
、
江
戸
時
代
の
絵
図
か
ら
は
現
在
と

は
異
な
る
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
続
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
崎
竜
洋

御
霊
神
社
前
の
道
沿
い
に
屋
敷
が
点
在
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

家
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
一
面

に
広
が
る
田
畑
の
中
に
屋
敷
が
建
つ
景
観

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
で
ひ
と
き
わ
注
目
で
き
る
の

は
御
霊
神
社
周
辺
で
す
（
写
真
①
）
。
絵

図
で
は
周
り
を
田
畑
に
囲
ま
れ
、
「
御
霊

大
明
神
」
と
し
て
神
社
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
森
の
中
に
鳥
居
や
社
殿
が
描
か
れ
て

お
り
、
現
在
と
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
景
色

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

注
目
し
た
い
の
は
御
霊
神
社
の
道
を
隔

て
た
向
い
側
で
す
。
御
霊
神
社
の
前
に

「
万
願
寺
」
と
「
神
宮
寺
」
と
い
う
二
つ

の
寺
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
「
万
願
寺
」

は
現
在
も
存
在
し
て
い
る
満
願
寺
で
す
が
、

そ
の
北
側
に
あ
る
「
神
宮
寺
」
は
廃
寺
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
老
人
憩
の
家
や

土
地
改
良
区
事
務
所
な
ど
が
建
ち
並
ん
で

お
り
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

絵
図
の
「
神
宮
寺
」
の
南
東
部
に
祠
の

よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
猿
田
彦
神
社
で
す
。
現
在
、
江
戸
時

　

今
回
は
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
霊
安

寺
村
の
碁
盤
絵
図
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

絵
図
は
縦
一
四
〇
㎝
、
横
二
一
五
㎝
と
い

う
か
な
り
大
き
い
も
の
で
す
。

　

絵
図
を
見
る
と
霊
安
寺
村
の
田
畑
は
北

部
に
集
中
し
て
お
り
、
村
の
南
部
は
山
林

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
山
の
中

に
は
た
め
池
が
数
多
く
描
か
れ
て
お
り
、

村
内
の
田
畑
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。
村
の

南
か
ら
西
に
か
け
て
丹
生
川
が
流
れ
て
お

り
、
丹
原
村
な
ど
の
村
々
と
の
境
界
と
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
敷
が
あ
っ
た
土
地
に
は
建
物

が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
注
目
す
る
と
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
２
，
０
１
２
人　
　

男
１
５
，
２
１
３
人　
　

女
１
６
，
７
９
９
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
５
６

　
　

（
▲
６
５
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
３
０
）　
　
　
　
　
　
　

 

（
▲
３
５
）　
　
　
　
　
　

  　

（
▲
１
５
）

（
10
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

描
か
れ
た
五
條
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
2
～

第100回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

出
生
１
５
件　

死
亡
４
１
件

転
入
２
９
件　

転
出
５
７
件

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史 文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介しま
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・ごみ量 394.3㌧

・目標値 383.2㌧

９月結果発表！

11.1㌧

超過！

12月の目標 
  427.6㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭で食べ残しなど、生ごみの発生を抑えて、ごみの減量化を目指しましょう！

2
トン

めざ

各家庭で

燃えるごみ

減量チャレンジ！

写真① 「碁盤絵図」御霊神社付近

写真② 現在の猿田彦神社

は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

さ
る
た
ひ
こ

う
る
お

ご
ば
ん　

え　

ず

ほ
こ
ら

も
う
少
し

が
ん
ば
ろ
う
！

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所
時間　13時～17時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～17時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

12 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日12/11
（日）

12/10
（土）

12/22
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

12/7
（水）

12/21
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

12/21
（水）

財
課
学
芸
員

山
崎
竜
洋

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

燃えるごみ

減量チャレ

消費生活・多重債務相談
時間 10時～15時

場所場所　第２第２分庁分庁舎３舎３階階

月・木

員

山
崎
竜
洋

燃える

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～正午

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

12/8
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）高齢者もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

12/7
（水）

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　税務課 （内線259）
　　　　　保険課 （内線266）

納期限は 12 月 26 日（月）です。
。
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